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「電動フルオートショットガン」として東京マルイから発売間近なAA-12。
その実銃は、希少な存在でもあり、実際に手に触れた人の数はごく限られてもいる。

今回は映画『エクスペンダブルズ』にも登場した、
ブランクガンをレポートする機会に恵まれた。

実銃を元に改造したものだけに、その威力は圧倒的！
カメラが衝撃で揺れてシャッターが降りなくなる中、取材を敢行した。

オートアサルトショットガン

Report by Hiro SOGA

　毎秒5発フルオートオンリー、20連
ドラムマガジン12ゲージショットガン。
「何、それ？」というのが、普通の反
応ではないだろうか。フルオートショ
ットガン？
「ああ、そういえばUSAS-12とかいう
韓国製のショットガンがあったなあ。
あとAK-47にそっくりのSAIGA-12と
かいうのは、セミオートだけだっけ？」
とおっしゃるあなたは相当のガン通。
「えーっと、映画『エクスペンダブル
ズ』で、ヘイル・シーザーが撃ちまく
っていた、あれ？」というあなたは映
画通である。そして「うん、今度東京
マルイからリリースされるフルオート
の電動エアソフトガンでしょ？」なん

ていうあなたは、これかなりの事情通
というしかないであろう。
　AA-12。現時点では“オートアサル
ト（AUTO ASSAULT）-12”の略と
されているが、もともとはオリジナル
デザイナーのマックスウェル・アッチ
ソンの頭文字から“アッチソンアサル
ト‐12”と命名された経緯もある。こ
のあたりを少々さかのぼってみよう。
　AA-12は、1972年にマックスウェル・
アッチソンによって開発されたセミ/
フルオート12ゲージショットガンであ
る。1972年というと、ヴェトナム戦争
がようやく終局に向かいつつある頃で
あったが、この“アッチソンアサルト
12ゲージショットガン（AA-12）”の開

AA-12

発目的は、紛れもなく今でいうCQB
（近接戦闘）におけるミリタリーコンバ
ット使用であった。当初のモデルは、オ
ープンボルトからのシンプルブローバ
ックアクションだったが、その重いボ
ルト（約1.4㎏）に長いトラベル（後退
距離）と長大なスプリングを与え、そ
のリコイルを押さえ込むというユニー
クな機構を備えていた。
　1987年、マックス・アッチソンは
AA-12のすべてのパテントを、ミリタ
リーポリスシステムズ（MPS）に譲渡
する。同社のオーナー兼デザイナーの
ジェリー・ベイバー（Jerry Baber）に
よってその後18年の長きに亘り、200ヵ
所近い設計変更を受け、2005年に完成

Auto Assault–12
by Military Police Systems 
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　グロック・ファン待望の5インチの
フルサイズモデル「GLOCK 34」が
12月4日に発売された。このリポー
トを読んでいる読者の中にはすでに
グロック34を手にしている人も少な
くないだろう。
　東京マルイがグロック34を発表し
たのは9月に開催されたマルイフェ
スタだった。発表から発売まで3ヵ月

ほどというのは、近頃の東京マルイ
では異例の早さではないだろうか。
まぁファンとしては発表から発売ま
での期間の短い方が嬉しいのではあ
るが……。
　発表から発売までの期間が短いと
いう事は、発表の時点でほぼ完成し
ていたという事である。したがって、
以前新製品ニュースで紹介した試作

グロック・ユーザー待望のフルサイズの
コンペティションモデルがついに登場!!

TOKYO MARUI ●東京マルイ ☎ 03-3605-3312　
http://www.tokyo-marui.co.jp/
●Photos ＆ Text Taku GAS BLOWBACK

GLOCK 34
3rd Generation Pistol 9×19

競技用としてデザインされたフルサイズのグロック。細か
い部分に競技用としての使いやすさが盛り込まれている。

グロック34
●全長：222㎜
●重量：710g
●装弾数：25+1発
●価格：1万7,064円

モデルと今回の量産品に大きな違い
は特に見られない。
　リポート用に送られてきた量産モ
デルを手に取ってアレコレと弄り回
す。G17との一番の大きな違いはス
ライドとバレルの長さだ。一見する
とそれ以外は大きな違いはないよう
に感じられる。空撃ちをするためス
ライドを引いてみて気づいたのは、
G17に比べて引き始めの抵抗が大き
い事だ。何が原因なのか気になった
のでG17と比較してみたところ、こ
れはハンマースプリングが強めにな

っているからだと判った。ハンマー
スプリングのテンションが強いとい
う事は、それだけハンマーを引き起
こす際に強い力が掛かる。これがス
ライドを引いた際の抵抗になってい
るのだ。箱から出した直後は抵抗は
強かったが、1,000発ほど撃った頃に
はかなりスムーズになったので、あ
まり気にする事はないようだ。グロ
ックの特性と言うか、トイガン全般
に言える事だが、箱出し状態ではパ
ーツ同士のアタリが出ていないため、
少し動きの渋い個体が少なからず存



頑強なだけでなく“快適さ”との融合により、
人間本来の“強さ”を引き出す。

これが現代のタクティカルブーツのコンセプト。
その最先端をいくのが“ベイツ”。高機能かつタフな製品。

安定した人気を誇るトップメーカー。
その最新モデル“ストライクタクティカル”。ついに日本上陸！
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問い合わせ先／中田商店 ☎ 03-3839-6866
URL：http://www.nakatashoten.com/

ソフトインソールにハニカム柄をあしらい特徴をアピール。

どんな姿勢にも追従してくれる履きやすさ。これ
までの機能性はそのままに新たな高性能を実現。

ベイツ最新
“ストライク タクティカル”
　アウター側面とソールにハニカム
デザインを盛り込み、新たな印象を
アピール。どんな能力、どんな機能
性を秘めているのだろうか？

　タイミング良く出張があり、いき
なりの実地テストを実施。新品の馴
れない靴をいきなり実戦配備するの
は心配だが、信頼のベイツだからこ
そ少々無謀な事にもチャレンジする
気になれるのだ。
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